
路
さ
ん
は
楠
緒
子
と
の
関
係
で
百
合
子
像
を
書
か

れ
る
と
思
う
が
、一
足
先
に
資
料
を
使
わ
せ
て
頂
く
。

１
　
百
合
子
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
右
に
あ
げ
た
資
料
、及
び
『
明
治
文
学
の
片
影
』

（
佐
佐
木
信
綱
著
）、『
典
籍
説
稿
』（
山
田
孝
雄

著
）、「
心
の
花
」（
大
正
八
年
十
月
号
の
峰
百
合
子

追
悼
文
）
の
記
事
を
合
わ
せ
る
と
、
百
合
子
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
百
合
子
は
樋
口
光
義
の
ひ
と
り
娘
と
し
て
明
治

八
年
、
日
本
橋
石こ
く
ち
よ
う
町
の
父
祖
代
々
の
屋
敷
に
生
ま

れ
、
そ
こ
で
育
っ
た
。
住
所
は
、
日
本
橋
十
軒
店

大
通
り
西
側
と
伝
え
る
。
兄
が
一
人
い
る
。

　
実
家
は
三
代
続
い
た
幕
府
の
漢
方
眼
科
医
で
あ

る
。
曾
祖
父
は
三
生
と
い
い
、
天
璋
院
に
仕
え

た
。
祖
父
は
三
奎
と
言
い
、
高
野
長
英
と
共
に
蘭

学
を
学
ん
だ
。
漢
方
に
合
せ
て
新
し
い
医
術
を
応

用
し
、
蘭
書
を
翻
訳
し
た
と
い
う
。

　
父
光
義
も
家
業
を
継
い
だ
。
光
義
は
好
事
家
と

し
て
も
名
が
あ
り
、
趨
古
と
号
し
た
。
明
治
初

年
、
家
業
を
息
子
直
清
に
譲
る
。
和
漢
の
古
印
を

収
集
し
、
そ
の
由
来
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
を
見
込

ま
れ
て
、
帝
室
博
物
館
の
雇
員
と
な
っ
た
。
初
代

館
長
町
田
久ひ
さ
な
り成
の
も
と
で
研
究
を
続
け
『
宝
信
閣

蔵
考
』
六
巻
を
著
し
た
。
光
義
は
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）
十
一
月
一
日
死
去
。
年
は
六
十
三
、

四
で
あ
っ
た
。
当
時
の
番
地
で
本
郷
六
丁
目
に
あ

る
喜
福
寺
の
墓
域
の
北
隅
に
、
樋
口
家
四
世
の
墓

が
並
ぶ
。

　
兄
は
樋
口
姓
を
継
い
だ
が
、
外
へ
出
た
た
め
、

家
業
は
百
合
子
の
夫
峰み
ね

秀ひ
で
よ世
が
継
ぎ
、
百
合
子
た

ち
は
父
祖
の
家
に
ひ
き
つ
づ
き
住
ん
だ
。

　
百
合
子
は
明
治
女
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い

る
。
信
綱
の
妻
雪
子
（
明
治
七
年
生
ま
れ
）
も
大

塚
楠
緒
子
も
明
治
女
学
校
出
身
で
あ
る
。
信
綱
は

百
合
子
が
楠
緒
子
と
知
り
あ
っ
た
の
は
「
楠
緒
子

さ
ん
と
は
、
同
人
ど
ち
で
親
し
く
な
ら
れ
た
」
と

「
心
の
花
」
が
二
人
の
出
会
い
の
場
だ
っ
た
と
書

い
て
い
る
。
知
り
あ
っ
て
か
ら
は
女
学
校
で
の
話

題
が
二
人
の
距
離
を
縮
め
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
竹
柏
会
へ
の
入
会
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

明
治
三
十
三
年
四
月
に
「
心
の
花
」
の
第
二
回
親

睦
会
が
日
本
橋
倶
楽
部
で
開
か
れ
た
時
に
は
会

場
係
と
し
て
参
加
し
て
い
る
（「
心
の
花
」
明
治

三
十
三
年
五
号
「
竹
柏
会
第
二
回
親
睦
会
記
」）

の
で
、
そ
れ
以
前
の
入
会
、
創
刊
間
も
な
い
頃
か

ら
と
思
わ
れ
る
。
同
年
七
号
の
佐
々
木
弘
綱
十
年

祭
献
詠
歌
の
な
か
に
「
峰
百
合
子
」
の
名
で
一
首

が
載
り
、
同
年
九
月
に
は
小
品
（
短
編
小
説
）「
朝

つ
ゆ
」
が
載
る
。
明
治
三
十
三
年
に
は
確
か
に
入

る
。
自
分
と
楠
緒
子
の
関
係
を
振
り
か
え
る
と
、

い
つ
も
そ
こ
に
糸
重
と
百
合
子
が
い
た
。
自
分
は
彼

女
た
ち
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
自
分
こ
そ
が
楠

緒
子
の
理
解
者
だ
と
思
っ
て
い
る
の
に
。
四
十
五

歳
の
分
別
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
ん
な
煩
悩
に
襲

わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
だ
修
練
の
途
上
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
も
し
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
部

分
を
大
目
に
見
る
の
は
、個
人
的
に
た
め
ら
わ
れ
る
。

　
糸
重
は
反
論
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
た
。
だ
が

こ
の
時
点
で
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
百
合
子
に
は

何
も
で
き
な
い
か
ら
だ
。
島
崎
藤
村
の
恋
人
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
つ
い
て
回
る
糸
重
と

違
っ
て
、
百
合
子
は
今
で
は
全
く
知
ら
れ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
彼
女
が
時
間
の
澱

み
に
沈
み
こ
む
前
に
、
そ
の
人
と
な
り
を
書
い
て

お
く
の
も
無
駄
で
は
な
い
と
思
う
。

　
百
合
子
の
資
料
の
う
ち
、

・
長
谷
川
時
雨
「
峰
百
合
子
」
（
「
婦
人
画
報
」
大
正

　
八
年
十
一
月
「
美
人
伝
」
と
し
て
掲
載
）

・ 「
東
京
婦
人
の
化
粧
」
（
「
女
学
世
界
」
明
治
四

　
十
三
年
三
月
掲
載
　
百
合
子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
を
女
性
記
者
が
ま
と
め
た
も
の
）

　
こ
の
二
つ
は
大
塚
楠
緒
子
の
研
究
者
、
横
路
万

寿
子
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
横
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